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行　事　予　定（2/20～）
�2月23日�　宮城県連組織委員会

　　　　　　　12時　仙台市：新仙台ビルディング

�2月26日�　宮城県連女性部会連絡協議会　11時　松島町：新富亭

�3月２日�　宮城県連総務・事業委員会　14時　仙台市：仙台ガーデンパレス

　　　　　　　宮城県連会長懇談会　16時30分　仙台ガーデンパレス

�3月４日�　全法連事務局セミナー

　　　　　　　13時　東京：新宿ハイアットリージェンシー

�3月24日�　宮城県連理事会　11時　メトロポリタン仙台

�3月25日�　新入社員セミナー　9時30分　石巻文化センター

�3月26日�　新入社員セミナー2日目　9時30分　石巻文化センター 

�4月８日�　法人会全国女性フォーラム岡山大会　

　　　　　　　14時　岡山県：岡山シンフォニーホール他

※講習会、会議等の日程は決まり次第随時お知らせいたします。
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主
な
内
容

知
っ
て
ま
し
た
？

こ
ん
な
企
業
が
あ
る
の
を
。

知
っ
て
ま
し
た
？

こ
ん
な
企
業
が
あ
る
の
を
。

知
っ
て
ま
し
た
？

こ
ん
な
企
業
が
あ
る
の
を
。

外観検査業務

金
属
加
工
業
務

自
動
車
用
ハ
ー
ネ
ス
組
立
・
検
査

　
今
回
は
、
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
の
仕

上
げ
加
工
お
よ
び
外
観
検
査
を
得

意
と
し
て
い
る
企
業
を
紹
介
し
ま

す
。

 

　
最
初
に
見
せ
ら
れ
た
の
が
、
ピ

カ
ピ
カ
に
磨
き
上
げ
ら
れ
た
オ
ー

ト
バ
イ
の
ブ
レ
ー
キ
や
ク
ラ
ッ
チ

を
操
作
す
る
レ
バ
ー
（
表
紙
写
真
）

で
し
た
。
米
国
の
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ

ト
ソ
ン
に
使
わ
れ
て
い
る
レ
バ
ー

だ
そ
う
で
す
。
そ
の
お
話
を
⑭
エ

ヌ
エ
ス
機
器
の
阿
部
秀
敏
社
長
に

伺
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 

●
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
の
鏡
面
仕
上
げ

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

 

　
精
密
な
金
型
（
ダ
イ
ス
）
に
、

溶
融
合
金
を
高
温
で
圧
入
し
て
、

高
精
度
で
、
鋳
は
だ
の
す
ぐ
れ
た

鋳
物
を
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
と
い
い
ま

す
。
そ
の
出
来
上
が
っ
た
鋳
物
の

バ
リ
処
理
を
し
て
、
文
字
通
り
鏡

の
ご
と
く
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き
上
げ

る
こ
と
を
鏡
面
仕
上
げ
と
い
い
ま

す
。
複
雑
な
形
状
の
部
品
や
、
精

密
さ
が
要
求
さ
れ
る
部
品
の
鏡
面

仕
上
げ
ま
で
、
一
般
の
バ
フ
屋
さ

ん
に
は
で
き
な
い
、
熟
練
の
手
作

業
に
よ
り
き
め
細
か
な
対
応
を
可

能
と
し
て
お
り
ま
す
。

●
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
、
業
務
実
績

等
を
話
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か

　
当
社
の
生
産
実
績
を
お
話
し
ま

す
と
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
ア
ル
ミ
、

亜
鉛
な
ど
の
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
仕
上

げ
加
工
（
バ
リ
処
理
か
ら
鏡
面
仕

上
げ
、
主
に
自
動
車
、
バ
イ
ク
、

デ
ジ
カ
メ
、
釣
具
等
）
で
、
月
産

二
万
個
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
品
外
観
検
査

は
、
月
産
三
百
万
個
。
バ
フ
研
磨

加
工
は
、
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
品
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
ス
テ
ン
レ
ス
、
鉄
、

ア
ク
リ
ル
な
ど
〇
・
二
Ａ
面
粗
度

ま
で
可
能
で
、
月
に
二
千
工
数
の

生
産
実
績
を
持
っ
て
お
り
、
主
に

航
空
機
部
品
や
医
療
機
器
、
真
空

装
置
部
品
に
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
他
に
も
、
電
気
工
事
材
料
と
し

て
使
用
さ
れ
る
結
束
バ
ン
ド
の
Ｏ

Ｅ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
の
電
材

問
屋
様
、
電
装
系
商
社
様
に
卸
売

り
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
き
め
細
か
な
対
応
と
い
う
こ
と

で
、
社
長
さ
ん
の
経
営
方
針
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い

　
は
い
、
当
社
は
、
昭
和
六
十
一

年
に
創
業
し
、
主
に
自
動
車
部
品

の
電
線
加
工
な
ど
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
携
帯
電
話

の
ア
ン
テ
ナ
や
通
信
機
器
の
コ
ネ

ク
タ
ー
等
の
組
み
立
て
な
ど
を
通

し
て
得
た
技
術
力
を
活
か
し
、
現

在
ま
で
営
業
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
二
次
メ
ー
カ
ー
様
が
主
な
取
引

先
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
二
次
メ
ー
カ
ー
が
困
っ
て
い
る

作
業
、
技
術
を
提
供
で
き
、
そ
し

て
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
関

連
す
る
業
務
を
一
貫
し
て
提
供
す

る
こ
と
で
、
取
引
先
の
業
務
削
減

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

●
今
後
の
御
社
の
展
開
や
目
標
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
先
に
も
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
品

質
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
点

を
更
に
追
求
し
、
品
質
の
向
上
に

努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
更
に
は
、
従
業
員
も
会
社

と
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
で
、
地

域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

株
式
会
社
エ
ヌ
エ
ス
機
器

　
　
石
巻
市
和
渕
字
日
照
一
三
一

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
七
二
‐
四
〇
三
七
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タ
ッ
ク
ス･

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◎
申
告
書
の
作
成
も
で
き
る
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

　

国

税

庁

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（www.nta.go.jp
）
に
は
、
「
確

定
申
告
特
集
ペ
ー
ジ
」
が
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
「
源

泉
徴
収
義
務
者
の
方
へ
」
に
は
、

給
与
所
得
者
の
皆
様
へ
の
お
知
ら

せ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近

は
会
社
員
の
方
で
も
確
定
申
告
を

す
る
方
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
よ

う
な
方
に
、
申
告
書
が
簡
単
に
作

成
で
き
る
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
の
ご
案
内
を
す
る
た

め
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
御
社
の
社
員

の
皆
様
に
次
の
方
法
で
情
報
提
供

し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
確
定
申
告
特

集
ペ
ー
ジ
」
の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ

ク②
「
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
へ
」

を
ク
リ
ッ
ク

③
給
与
所
得
者
の
皆
様
へ
の
お
知

ら
せ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
七
種
類

の
デ
ー
タ
の
中
か
ら
お
選
び
く
だ

さ
い
。
）

④
回
覧
、
配
布
、
メ
ー
ル
配
信
、

電
子
掲
示
板
へ
の
掲
載
な
ど
の
方

法
に
よ
り
、
社
員
の
皆
様
に
情
報

提
供

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
　
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
な
ら
こ
ん
な
に
い
い
こ
と

　
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
と
は
、
あ
ら
か
じ

め
開
始
届
出
書
を
提
出
し
、
利
用

者
識
別
番
号
等
を
取
得
し
て
お
け

ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
に

関
す
る
申
告
や
納
税
、
申
請
・
届

出
な
ど
の
手
続
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　
開
始
届
出
書
は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用

者
識
別
番
号
等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

発
行
（
通
知
）
さ
れ
ま
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

作
成
し
た
申
告
書
等
の
デ
ー
タ
を

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
し
た
場
合
、

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

①
最
高
五
、
〇
〇
〇
円
の
税
額
控

除　
平
成
二
十
一
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
を
本
人
の
電
子
署
名
及

び
電
子
証
明
書
を
付
し
て
、
申
告

期
限
内
に
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、

所
得
税
額
か
ら
最
高
五
、
〇
〇
〇

円
の
控
除
が
で
き
ま
す
（
平
成
十

九
年
分
又
は
平
成
二
十
年
分
の
確

定
申
告
で
こ
の
控
除
を
受
け
た
方

は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
）

②
添
付
書
類
の
提
出
省
略

　
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収

票
等
は
、
そ
の
記
載
内
容
（
病
院

等
の
名
称
、
支
払
金
額
等
）
を
入

力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

提
出
又
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
確
定
申
告
期
限
か

ら
三
年
間
、
税
務
署
か
ら
書
類
の

提
出
又
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
）

③
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還

付
申
告
は
書
面
申
告
と
比
べ
て
早

期
処
理
し
て
い
ま
す
（
三
週
間
程

度
に
短
縮
）

④
二
十
四
時
間
受
付

　
所
得
税
の
確
定
申
告
期
限
の
三

月
十
五
日
（
月
）
ま
で
二
十
四
時

間
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
が
可
能
で

す
。
（
注
一
）
ご
利
用
時
間
に
つ
い
て

は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
等
に
よ

り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
二
）
三
月
十
五
日
（
月
）
の

二
十
四
時
を
過
ぎ
て
受
信
し
た
平

成
二
十
一
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
の
デ
ー
タ
は
、
確
定
申
告
期
限

後
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
よ
っ

て
は
、
送
信
に
時
間
を
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ

て
お
早
め
に
送
信
願
い
ま
す
。

※
送
信
し
た
申
告
等
デ
ー
タ
は
、

即
時
通
知
及
び
受
信
通
知
に
表
示

さ
れ
る
「
受
付
日
時
」
に
到
達
し

た
も
の
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

 

二
月
五
日
、
東
松
島
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
東
松
島

市
支
部
、
東
松
島
市
鳴
瀬
支
部
合

同
新
春
講
演
会
が
支
部
会
員
お
よ

び
一
般
聴
講
者
百
五
十
名
が
集
ま

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
押
し
一
本
で
掴
ん
だ
栄
光
と
題

さ
れ
た
講
演
会
講
師
に
は
、
大
相

撲
の
朝
日
山
親
方
（
元
大
関
大
受
）

を
お
招
き
し
、
新
弟
子
時
代
か
ら
、

大
関
ま
で
昇
り
つ
め
る
苦
労
話
を
、

東
松
島
市
支
部
大
森
支
部
長
と
の

対
話
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
、
出
口
で
来
場
者

全
員
と
握
手
を
し
て
、
高
校
の
相

撲
部
の
生
徒
に
気
さ
く
に
お
声
を

か
け
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
去
る
、
二
月
四
日
、
割
烹
滝
川

に
て
、
「
相
続
と
贈
与
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
東
北
税
理
士

会
石
巻
支
部
所
属
税
理
士
丸
岡
美

穂
先
生
を
お
招
き
し
て
、
女
性
部

会
税
務
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

苦
労
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
財
産

を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
、
い
か
に

ス
ム
ー
ズ
に
次
代
の
世
代
へ
引
継

い
で
い
く
か
と
い
う
大
切
な
問
題

を
説
明
い
た
だ
き
、
丸
岡
先
生
の

家
族
構
成
を
例
に
、
相
続
税
や
贈

与
税
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
基

本
的
な
こ
と
を
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
、
異
業
種
交
流

を
テ
ー
マ
と
し
た
会
員
交
流
会
を

行
い
、
参
加
者
皆
さ
ん
の
会
社
名

と
業
種
、
取
扱
品
目
な
ど
を
紹
介

し
あ
い
、
和
や
か
に
交
流
が
深
ま

り
ま
し
た
。

東
松
島
市
支
部
、
東
松
島
市
鳴
瀬
支
部
合
同
新
春
講
演
会

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
協
賛
の
お
願
い

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
協
賛
の
お
願
い

女性部会　第２回　  税に関する
「絵はがきコンクール」開催
  税に関する
「絵はがきコンクール」開催
  税に関する
「絵はがきコンクール」開催

女
性
部
会
税
務
研
修
会

　
　
　
並
び
に

　
　
会
員
交
流
会
の
開
催

初めての人にも、
イータックス。

自宅やオフィスの
パソコンから、
イータックス。

初めての人にも、
イータックス。

自宅やオフィスの
パソコンから、
イータックス。

　
法
人
会
青
年
部
会
で
は
、
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
収
集
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
石
巻

地
域
の
多
く
の
小
中
高
校
及
び
会

員
企
業
か
ら
協
力
を
得
て
、
百
五

十
万
個
以
上
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
優
良
な
再
生
資
源
に

す
る
た
め
に
、
石
巻
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
キ
ャ
ッ

プ
の
色
分
け
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
結
構
大
変
な
作
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
度
、
こ
の
色
分
け

作
業
軽
減
の
た
め
、
各
協
力
校
に

回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
二
個
寄
贈
し
て
、

色
分
け
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
み

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の

協
賛
金
を
た
だ
い
ま
大
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

尚
、
詳
し
い
お
問
合
せ
は
法
人
会

事
務
局
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　次代を担う子供たちに、税金が国民の生活にどのよう

に役立っているか正しく知ってもらうとともに、図画工

作学習への貢献を目的として、社団法人宮城県法人会連

合会女性部会連絡協議会が主催し、東北六県各県連女性

部会連絡協議会の共催により小学6年生の児童を対象に

「税の絵はがきコンクール」が開催されました。

　当部会では、宮城県東部地方教育事務所のご協力で、

二市一町の小学校58校の約2,200人の児童に呼掛け、

17校262名からの応募がありました。

　その応募された中から20作品を石巻法人会女性部会

で選考し、2月3日に行われた、宮城県内の選考会へ出

展いたしました。県内の選考会では10作品が入賞、作

品の選考が行われ、石巻管内では3名の皆さんが選ばれ、

２月12日行われた、東北六県女性部会懇談会席上で各

県からの入賞作品の

中から、優秀賞など

を選定いたしました。

　尚、入賞作品につ

いては、宮城県連ホー

ムページ上にて掲載

いたします。

協会けんぽ宮城支部 からのお知らせです

全国健康保険協会（協会けんぽ）宮城支部 企画総務グループ

平成22年3月分（4月納付分）から…

協会けんぽ宮城支部の健康保険料が

に上がります

介護保険料率は に上がります

※任意継続被保険者の方は4月分からとなります

〒980-8561 仙台市青葉区国分町3ー6ー1　仙台パークビル8F

（代表）

（お問合わせ先）

8.19％ 9.34％→
1.19％ 1.50％→

～健康保険料率の引き上げの背景～

　昨今の経済不況の影響により総報酬（月給と賞与）が下がり、これに

伴って保険料収入が大きく落ち込む一方、毎年増加する医療費に加え、

新型インフルエンザの影響等により医療費の支出が増えています。

　平成21年度末は単年度でも6,000億円の赤字となり、準備金（積立

金）を取り崩しても、4,500億円という大きな赤字となる見通しです。

※事業主・加入者の皆様には、ご負担の増加につきまして、
　　　　　何とぞご理解をいただきますようお願い申し上げます

℡022ー714ー6850
協会けんぽ 検  索

クリック！
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に
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骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
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一
月
五
日
、
石
巻
税
務
署
長
へ

新
年
の
ご
挨
拶
に
平
塚
会
長
は
じ

め
、
正
副
会
長
全
員
で
お
伺
い
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
新
年
ら
し
く
終
始
和
や
か
に
歓

談
し
、
新
た
な
年
の
幕
開
け
と
い

た
し
ま
し
た
。

　
一
月
二
十
五
日
、
石
巻
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
石
巻
法
人

会
新
春
講
演
会
並
び
に
賀
詞
交
歓

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
春
講
演
会
で
は
、
は
じ
め
に

平
塚
会
長
よ
り
、
公
益
法
人
制
度

改
革
が
施
行
さ
れ
て
い
る
中
、
企

業
社
会
と
地
域
社
会
か
ら
さ
ら
に

必
要
と
さ
れ
る
団
体
を
目
指
し
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
新
年
の

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
石
巻
専

修
大
学
経
営
学
部
准
教
授
、
李
東

勲
（
イ
・
ド
ン
フ
ン
）
先
生
を
お

招
き
し
、
「
石
巻
地
域
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
課
題
」
と

題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
李
先
生
は
、
中
心
市

街
地
の
店
舗
数
の
推
移
に
ふ
れ
、

一
九
九
四
年
を
ピ
ー
ク
に
、
以
来

空
き
店
舗
が
年
々
増
加
し
て
い
る

状
況
を
示
し
、
初
め
て
石
巻
を
訪

れ
た
と
き
の
印
象
を
「
こ
こ
が
宮

城
県
の
第
二
の
都
市
な
の
だ
ろ
う

か
」
と
思
っ
た
い
う
話
に
は
、
会

場
か
ら
苦
笑
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
大
型
店
は

か
た
き
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

共
存
共
栄
を
探
っ
て
ほ
し
い
と
課

題
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
行
政
あ
げ
て
の
街
づ

く
り
に
取
り
組
む
フ
ラ
ン
ス
・
キ
ャ

ン
ベ
ー
ル
市
の
先
進
的
な
都
市
開

発
の
実
例
を
紹
介
し
、
商
店
街
に

も
様
々
な
役
割
が
あ
り
、
同
、
異

業
種
間
の
交
流
お
よ
び
関
係
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
必
要
性
を
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
も
、
会
場
入
口
の
ロ
ビ
ー

で
は
、
会
員
企
業
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を

設
営
い
た
し
ま
し
た
。
各
会
員
企

業
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
に
よ
り

自
社
の
企
業
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
お
り

ま
し
た
。

　
中
で
も
、
今
野
梱
包
㈱
さ
ん
の

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
ロ
ボ
ッ
ト
は
ひ
と

き
わ
目
立
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
賀
詞
交
換
会
で
は
、
講
師
を
務

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
李
先
生
、

稲
垣
税
務
署
長
、
亀
山
市
長
に
も

ご
臨
席
い
た
だ
き
、
東
北
税
理
士

会
石
巻
支
部
西
村
副
支
部
長
の
乾

杯
の
ご
発
声
で
開
会
し
、
和
や
か

に
、
街
づ
く
り
の
お
話
で
盛
り
上

が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
同
会
場
に
も
会
員
企
業
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
（
食
品
関
係
）
を
設
営
、
今
回

は
、
東
松
島
市
矢
本
漁
協
か
ら
「
皇

室
献
上
海
苔
」
を
出
展
い
た
だ
き
、

な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
試
食
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
他
に

も
石
巻
の
地
酒
や
焼
酎
、
水
産
品
、

石
巻
焼
き
そ
ば
な
ど
も
出
展
い
た

だ
き
、
大
変
好
評
の
う
ち
に
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。

税
務
署
長
へ

　
　
　
　
新
年
の
ご
挨
拶

シリー
ズ４

小
　
野
　
喜
代
人

宮
城
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
推
進
協
議
会
石
巻
支
部
代
表

ド
ナ
ー
さ
ん
か
ら
の
手
紙

ド
ナ
ー
さ
ん
か
ら
の
手
紙

▼
九
月
二
日
　
⑭
日
野
石
材
店
　

代
表
取
締
役
　
日
野
雅
裕
殿
　

ご
尊
父
　
日
野
文
義
殿
逝
去

▼
十
一
月
二
十
一
日
　(

医)

社
団

鈴
木
皮
膚
科
内
科
医
院
　
代
表

　
鈴
木
明
殿
逝
去

▼
十
二
月
八
日
　
⑰
及
川
石
油
　

代
表
取
締
役
　
及
川
貴
殿
　
ご

母
堂
　
及
川
修
子
殿
逝
去

▼
十
二
月
十
五
日
　
⑭
桃
生
交
通

　
代
表
取
締
役
　
岩
倉
宏
殿
　

ご
祖
母
　
岩
倉
ま
さ
○
殿
逝
去

▼
十
二
月
二
十
八
日
　
藤
久
建
設

⑭
　
取
締
役
会
長
　
平
塚
民
雄

殿
逝
去

▼
一
月
十
五
日
　
石
巻
ア
イ
ス
食

品
⑭
　
代
表
取
締
役
　
赤
間
省

吾
殿
　
ご
尊
父
　
赤
間
良
一
殿

逝
去

▼
一
月
十
八
日
　
⑭
一
二
三
商
店

　
代
表
取
締
役
　
一
二
三
慎
治

殿
　
ご
尊
父
　
一
二
三
徳
夫
殿

逝
去

▼
一
月
二
十
日
　
⑭
丸
一
建
設
　

代
表
取
締
役
　
一
條
裕
昭
殿
　

ご
祖
母
　
一
條
く
ら
の
殿
逝
去

▼
一
月
二
十
日
　
⑭
カ
ネ
ホ
堀
内

組
　
代
表
取
締
役
　
堀
内
啓
治

殿
逝
去

▼
一
月
二
十
五
日
　
⑭
和
久
魚
問

屋
　
会
長
　
阿
部
和
久
殿
　
ご

母
堂
　
阿
部
お
み
ゑ
殿
逝
去

哀
　
悼
　
録

Ｓ
Ｅ
Ａ
＆
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｌ
構
想

Ｓ
Ｅ
Ａ
＆
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｌ
構
想

新

春

講

演

会

・

賀

詞

交

歓

会

　
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
患
者
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

手
記
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　一
人
の
患
者
と
し
て

氏
家
　 

美
加
（
宮
城
県
在
住
）

　
二
〇
〇
四
年
そ
の
年
は
「
世
界
の

中
心
で
愛
を
さ
け
ぶ
」
が
大
ヒ
ッ
ト

し
た
年
で
、
ま
も
な
く
本
田
美
奈
子

さ
ん
が
白
血
病
と
報
道
さ
れ
、
病
気

の
厳
し
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
自
分
が
白
血
病
と
医
師

に
告
知
さ
れ
た
時
、
良
い
説
明
は
全

く
頭
に
残
ら
ず
、
悪
い
話
だ
け
頭
に

残
っ
て
ま
し
た
。
三
ヶ
月
毎
日
泣
い

て
過
ご
し
ま
し
た
。
高
額
な
薬
、
そ

の
薬
の
副
作
用
が
辛
く
、「
今
死
ん
だ
っ

て
同
じ
じ
ゃ
な
い
、
ど
う
せ
死
ぬ
ん

だ
っ
た
ら
何
で
辛
い
治
療
受
け
な
い

と
い
け
な
い
の
・
・
・
・
・
」
。
そ

ん
な
時
私
の
担
当
医
に
、
「
大
丈
夫

だ
よ
」
と
。
そ
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

な
ぜ
か
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
一
人
の
医
師
に
心
を
た
す

け
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。

　
こ
ん
な
私
で
も
同
じ
病
気
で
苦
し

ん
で
い
る
人
を
何
か
の
形
で
助
け
た

い
、
そ
し
て
一
緒
に
笑
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。(

現
在
、
登
録
会
説
明

員
と
し
て
も
活
躍
中)

　
氏
家
さ
ん
は
六
年
前
に
慢
性
骨
髄

性
白
血
病
と
診
断
さ
れ
、
現
在
は
高

額
な
薬
を
毎
日
服
用
し
な
が
ら
病
気

と
闘
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
そ
の
薬

代
も
馬
鹿
な
ら
ず
一
生
高
額
な
薬
を

服
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
娘
の
治

療
代
を
悲
観
し
た
母
親
が
娘
を
殺
傷

す
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件

が
他
県
で
あ
り
ま
し
た
。
氏
家
さ
ん

に
と
っ
て
も
私
た
ち
に
と
っ
て
も
す

ご
く
い
や
な
事
件
で
も
あ
り
、
起
き

て
ほ
し
く
な
い
事
件
で
し
た
。
（
患

者
さ
ん
は
ド
ナ
ー
さ
ん
を
待
つ
か
、

高
い
薬
を
飲
み
続
け
る
か
と
い
う
選

択
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
も
あ

る
）
。

　
こ
の
石
巻
地
域
で
も
、
血
液
の
病

気
で
苦
し
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
は
多

い
と
聞
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん

支
援
（
時
に
は
国
へ
の
働
き
も
含
む
）

を
テ
ー
マ
に
入
れ
て
取
り
組
む
他
、

骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
や
す
い
環
境

作
り
、
提
供
し
や
す
い
環
境
作
り
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
骨

髄
バ
ン
ク
運
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
、

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※18歳から54歳の方で2ccの採血をして白血球の
　型を登録しておくシステムです。
※毎月第4土曜日　イオン石巻SCで献血と骨髄バン
　ク登録を受付ています．

　
石
巻
は
港
と
共
に
栄
え
て
き
た
。

し
か
し
、
日
常
の
中
で
港
が
ま
ち
の

礎
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
先
日
ラ
ン
チ
を

共
に
し
た
友
人
か
ら
大
変
興
味
深
い

話
を
聞
い
た
。
以
下
は
そ
の
ウ
ケ
ウ

リ
で
あ
る
。

　
…
…
石
巻
工
業
港
は
重
要
港
湾
指

定
だ
が
、
国
や
県
は
特
定
重
要
港
湾

指
定
の
仙
台
塩
釜
港
の
再
開
発
に
目

が
向
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
環

境
対
策
と
経
済
振
興
の
点
か
ら
、
石

巻
工
業
港
の
開
発
に
追
い
風
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
構
想
が
あ
る
。

　
経
済
産
業
省
は
商
品
の
原
材
料
調

達
か
ら
最
終
消
費
に
到
る
ま
で
の
過

程
で
生
じ
る
地
球
温
暖
化
排
出
ガ
ス

量
を
商
品
に
印
字
し
、
消
費
者
を
啓

蒙
す
る
「
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」

の
取
組
み
を
今
年
度
か
ら
始
め
て
い
る
。

こ
の
普
及
と
と

も
に
「
そ
の
商

品(

企
業)

が
ど
の
く
ら
い
環
境
に
配

慮
し
て
い
る
か
」
が
、
消
費
者
の
商

品
選
択
に
大
き
く
影
響
す
る
よ
う
に

な
る
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
ガ
ス
排

出
量
は
、
当
然
製
造
段
階
だ
け
で
な
く
、

輸
送
行
程
も
含
め
て
算
出
さ
れ
る
。

一
方
で
は
環
境
税
の
議
論
の
高
ま
り

が
あ
る
。
物
流
時
の
温
暖
化
ガ
ス
排

出
量
削
減
が
社
会
と
産
業
活
動
の
課

題
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　
こ
の
解
決
策
と
し
て
注
目
さ
れ
る

の
が
Ｓ
Ｅ
Ａ
＆
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｌ
構
想
で
あ
る
。

こ
れ
は
主
に
環
境
対
策
上
の
視
点
か
ら
、

物
流
を
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
か
ら
鉄
道
や

船
舶
の
利
用
中
心
に
し
よ
う
と
す
る
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
の
発
展
型
で
、
ガ
ン
ト
リ
ー

ク
レ
ー
ン
を
有
し
た
岸
壁
も
し
く
は
、

そ
の
近
傍
ま
で
鉄
道
を
延
伸
さ
せ
、

コ
ン
テ
ナ
貨
物
を
船
舶
か
ら
直
接
に

近
い
形
で
貨
車
に
搭
載
し
、
鉄
道
輸

送
す
る
も
の
だ
。

　
北
米
で
は
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
港
隣

接
の
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
港
が
、
Ｓ
Ｅ
Ａ

＆
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｌ
実
現
に
よ
っ
て
取
扱
高

が
急
速
に
伸
び
た
実
績
が
あ
る
。
が
、

日
本
で
岸
壁
ま
で
鉄
道
を
敷
設
し
具

現
化
し
て
い
る
港
は
な
く
、
秋
田
港

が
準
備
を
進
め
て
い
る
の
み
だ
。
Ｓ

Ｅ
Ａ
＆
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｌ
機
能
を
持
つ
港
湾
は
、

コ
ン
テ
ナ
貨
物
輸
送
が
主
流
の
現
在
、

確
実
に
他
港
よ
り
も
競
争
力
を
持
つ
。

　
仙
台
塩
釜
港
は
、
土
地
ス
ペ
ー
ス

等
の
諸
問
題
が
あ
り
Ｓ
Ｅ
Ａ
＆
Ｒ
Ａ

Ｌ
Ｌ
を
含
む
再
開
発
は
難
し
い
。
そ

の
点
、
石
巻
工
業
港
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の

日
本
製
紙
専
用
線
を
数
百
ｍ
延
伸
す

る
こ
と
で
岸
壁
ま
で
の
鉄
道
が
敷
設

で
き
る
。
実
現
可
能
性
が
高
い
港
な

の
だ
…
…
。

　
地
球
規
模
の
環
境
問
題
が
、
石
巻

の
ま
ち
と
港
に
新
し
い
未
来
を
開
く

か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　（
Ｓ
・
Ｏ
）


